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前 回 の 検 討 課 題

■総務省統計局が公表している政府統計の総合窓口（e-stat）より

柏原市における小地域別高齢者数等のデータを整理

■当該事業区間内に位置する国分図書館の利用実態に関する情報を整理

◆地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握

■大阪府のアドプトプログラムの取組趣旨、地域活動内容の説明

■柏原市のアドプトプログラムの取組趣旨、地域活動内容の説明

■田辺旭ヶ丘線周辺における新たな取組（案）の検討

◆地域に根付く道路とするための実施方針（案）

■バリアフリー事業の他市の事例を参考に、柏原市交通バリアフリー基本構想
に基づき沿道施設の整備方針を検討

■車道の自転車レーンカラー化の事例等を整理

◆歩道部のバリアフリー化・路面のカラー化等の検討
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地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握①

■柏原市内の小学校区は、近鉄大阪線により分断されている

■田辺旭ヶ丘線は国分小学校区と旭ヶ丘小学校区に位置する。

◆柏原市内の小学校区の区分状況

No. 学校名 生徒数 凡例

1 柏原小学校 494

2 柏原東小学校 304

3 堅上小学校 77

4 国分小学校 525

5 国分東小学校 107

6 堅下小学校 391

7 堅下北小学校 262

8 堅下南小学校 351

9 玉手小学校 480

10 旭ヶ丘小学校 392 柏原市立国分図書館
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地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握②

■当該事業区間より西側（玉手町）や南側（旭ヶ丘、田辺の一部）にて

高齢者数が比較的多い地域が存在

◆小地域別高齢者数の状況（Ｈ２７年現在）

柏原市立国分図書館
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地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握③

■柏原市全体を見ると、北東部の山間地域の高齢化率が高い

■当該事業区間周辺では、西側および南側の地域が、およそ２５％前後と

なっており、居住者の４人に１人が高齢者である状況

◆小地域別高齢化率の状況（Ｈ２７年現在）

柏原市立国分図書館

【高齢化率とは】

全体の人口に占める、65歳以上
（高齢者）の割合

（高齢化率）＝（65歳以上の人口）/
（全体の人口）
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【日本全体・府との高齢化率の比較】

※出典
全国：平成28年版高齢社会白書（内閣府）
大阪府、柏原市：平成27年国勢調査結果
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地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握④

■当該事業区間より西側（玉手町）や南側（旭ヶ丘、田辺の一部）の地域に

おける高齢者数が増加

■高齢化率の高い北東地域では、高齢者数の変化は少ない

◆小地域別高齢者数の状況（Ｈ２７－Ｈ１７：増減数）

近
鉄
大
阪
線

柏原市立国分図書館

都市計画道路
田辺旭ヶ丘線
延長：４６５ｍ 田辺

旭ヶ丘

玉手町

柏原市

5



地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握⑤

■国分図書館では各種催し物を開催しており多くの子どもや高齢者等が利用

■小中学生を中心に自転車での来訪が多く、駐輪場は満車になることも多い

◆国分図書館の利用状況について

○子どもや高齢者向けの
催し物の開催

出典：広報かしわら 平成28年4月号

都市計画道路
田辺旭ヶ丘線
延長：４６５ｍ

国分図書館

○年齢層別図書館利用
登録者数の推移

○国分図書館への聞き取り調査
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出典：平成26年度 柏原市 図書館統計

図書館の3階は多目的室・会議室となっており、図
書館や市の行事に利用する施設です。

主な行事に、高齢者向けの軽い運動を行う教室
や、子育てサロン、留学生向けの日本語教室等が
あります。また、誰でも利用できる自習室も設けて
おり、多くの方に利用してもらっています。

からだすっきり若返り教室
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地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握⑥

◆地域間交流を活性化、生活利便性を向上
○当該事業区間周辺の公共施設

・近鉄大阪線により小学校区が分断

・玉手町、旭ヶ丘、田辺は高齢者数、高齢者

の増加数も市域で上位の地域

・近鉄大阪線を横断する箇所が限定的で、

買い物や通院等の生活における市内移動

に支障がある

現状・問題

整備すると・・・

・近鉄大阪線を東西に横断する代替経路の

追加

・歩行者・自転車のネットワークも充実

期待される効果

・買い物や通院等の生活における

移動利便性向上

・図書館等の公共施設へのアクセス性向上

・地域間交流の活性化
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歩道部のバリアフリー化・路面のカラー化等の検討①

■現道は、ガードレールで仕切られているのみで、バリアフリーには未対応

■当該事業区間は、柏原市交通バリアフリー基本構想で特定経路に指定

■他市の事例を参考に、自由で安心できる整備を検討

◆歩行者・自転車の安全・快適な通行空間の確保

田辺旭ヶ丘線
（バリアフリー

特定経路）

○バリアフリーの事業実施例

横断歩道の切り下げ部の改良、
視覚障がい者誘導ブロックの整備、
自転車通行用の舗装、等

＜事例１＞

整備前 整備後

整備前 整備後

＜事例２＞

○現道区間の整備状況

出典：吹田市HP

写真① 歩道部はガードレールで

分離されているのみ

横断歩道部は視覚障がい者

誘導ブロック等は未整備

出典：大阪府HP

○柏原市交通バリアフリー基本構想

河内国分駅周辺を重点整備地区に

位置づけ、当該整備区間はバリアフリ
ー特定経路に指定。
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歩道部のバリアフリー化・路面のカラー化等の検討②

■外側線上や路肩内に、矢羽根マーク、文字標示により自転車レーンを明示

するものや、歩道と自転車道をカラー舗装等でそれぞれ分離するものがある

■他市の事例を参考に、必要に応じて自転車レーン等の整備を検討

◆車道等の自転車レーンカラー化の事例・検討

○路面のカラーリング・車道の自転車レーンカラー化等の事例

＜大阪府茨木市＞ ＜静岡県静岡市＞

＜愛知県豊田市＞ ＜岐阜県関市＞

◆特徴◆

・外側線上に矢羽根

マークやピクトグラ

ム、文字標示を

設置

・進行方向は車道と

同様

◆特徴◆

・外側線上に矢羽根

マークやピクトグラ

ム、文字標示を設

置

・進行方向は車道と

同様

◆特徴◆

・路肩の内側に矢羽

根マークやピクトグ

ラム、文字標示、

カラー舗装の設置

・進行方向は車道と

同様

◆特徴◆

・歩道と自転車道を

分離

・自転車道全面に

カラー舗装

・自転車道内に中央

線を設け、両方向

通行可能に
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地域に根付く道路とするための実施方針（案）①

■大阪府では、身近な道路や河川に愛着が持てるよう、美化活動に取り組む

アドプトプログラムが設けられており、柏原市内でも各種活動を実施中

■柏原市でも、アドプト・ロード・プログラムとして道路美化活動を支援

◆アドプトプログラムにおける地域住民との関わり

【道路の清掃美化活動の取組事例】

○大阪府のアドプトプログラムにおける取組

出典：柏原市 HP

○柏原市におけるアドプト・ロード・プログラムの概要

出典：大阪府 HP

◆ 目的 ◆

地元自治会や企業等の団体が、市と協力し合いながら、清掃や緑化
等のボランティア活動を実施することにより、地域に愛されるきれいな
道路づくりや地域の環境美化に取り組む

◆活動内容◆

原則として月１回以上の美化活動を行う。清掃用具の貸し出しやゴミ
袋の支給は柏原市が行う。また、美化活動の対象区間にサインボード
を設置する。
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国道25号との交差点部の歩道スペースが広くなる予定の
ため、アドプト・ロード・プログラムを活用し、歩道の脇に花を

植える等の美化活動をサポート。

地域に根付く道路とするための実施方針（案）②

■柏原市道において、アドプト・ロード・プログラムとして道路脇に花壇を

設け花を植える等の道路美化活動を支援

■当該道路周辺における清掃活動等、新たな取組(案)を検討

◆当該道路周辺における新たな取組（案）

○柏原市のアドプト・ロード・プログラムの事例 ○当該道路周辺における取組（案）

活動名称 ： 柏原市アドプト・ロード 堂島・河原コットンロード

路線 ： 市道本郷平野線、長瀬川西線

参加団体 ： 岡村製油株式会社

現在整備中の国道25号と
（都）田辺旭ヶ丘線との
交差点部
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前回の検討課題に対する回答（総括）

近鉄大阪線で小学校区が分断されており、高齢化社会が進行する上で地域間の

ネットワークが重要となる。

当該道路の整備により、買い物や通院等の生活における移動利便性向上、図書

館等の公共施設へのアクセス性向上、地域間交流の活性化が期待される。

◆地域別の高齢者数や小学校区等の現状把握

柏原市バリアフリー基本構想に基づき、道路施設はバリアフリー構造を考慮す

る。路面のカラーリング等を視野に入れ、安全で快適な自転車通行空間の設置

も検討する。他市の事例を参考に、自由で安心できる整備を検討する。

◆歩道部のバリアフリー化や路面のカラーリング等の検討

道路幅員に余裕のある箇所を活用し、アドプトプログラムによる住民参加を

促し、親しみやすく、地域に根付くような道路整備の推進を目指す。

◆住民との関わりに関して、地域に根付くための道路整備方針（案）
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